様式３（２枚中の１）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本人用 
令和４年度　教職大学院派遣研修応募用紙
	所属校名（電話）
	（　　　　　　　　　　）
	職員番号
	

	
	
	ふりがな
氏名
	

	
	
	生年月日
	昭和・平成
年　　月　　日
	年齢
	歳

	職名
	
	担当

教科等
	
	教職経験年数
（都歴）
	　年
（　年）
	所属校

在職年数
	年

	希望

教職大学院
＊第三希望
まで全て
記入する。
	第一希望
	大学　　　　　　科　　　　　　専攻

	
	
	コース　　　　　　プログラム　　　　　サブプログラム

	
	第二希望
	大学　　　　　　科　　　　　　専攻

	
	
	コース　　　　　　プログラム　　　　　サブプログラム

	
	第三希望
	大学　　　　　　科　　　　　　専攻

	
	
	コース　　　　　　プログラム　　　　　サブプログラム

	所有する

教員免許状
	
	令和３年度教育管理職選考を受験しないことについて承諾する。
	（　）承諾する

※（ ）内に確認の○印を付ける。

	
	
	学費（希望する項目に○を付ける。）
	Ａ　学費の一部を東京都が負担する。
ただし、東京都が学費の一部を負担しない場合、自己負担する。※派遣後５年以内に退職した場合、都が負担した学費を返還する義務があります。
Ｂ　全額自己負担する。


	１　教職大学院派遣研修を希望した動機・理由等

	　

	

	

	

	

	２　教職大学院で身に付けたい専門的能力

	(1) 教職大学院で身に付けたい専門的能力の領域（該当する項目１つに○を付ける。）
ア　教育課程の編成・実施　イ　各教科等の実践的な指導　ウ　生徒指導（道徳的実践の指導）

エ　学級経営・学校経営　　オ　学校教育と教員の在り方

	(2) (1)の項目を選択した理由

	　

	

	

	

	


※応募者本人が作成し、令和４年３月31日現在で記入する。年数等については、１年未満は切り捨てて記入する。
※昭和54年４月２日以降の出生の者で、令和４年３月31日（以下「基準日」という。）現在で、学校教育法第１条に定める国公私立学校（ただし、大学及び高等専門学校を除く。）の正規任用としての教職経験を通算して７年以上有し（複数の校種教科の通算も可とする。）、そのうち基準日現在において東京都公立学校での教諭経験（臨時的任用を除く。）を３年以上有する者とする。
※希望教職大学院・専攻・コース・プログラム等の名称は、該当教職大学院の募集要項等を参照の上、正確な名称を記すこと。
※希望する教職大学院は、第３希望まで全て記入すること。
様式３（２枚中の２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本人用 
	所属校名
	
	氏名
	


	３　最近数か年における主な研究の概要

	①　研究主題

	　

	

	②　研究内容・方法

	　

	

	

	③　研究の成果及びその活用について

	　

	

	④　その他の研究・研修歴（受講年度、研修名　例：平成26年度東京教師道場部員（国語））

	（　）東京教師道場（部員）　　　　　　[　　　　]年度

	（　）東京教師道場（助言者・リーダー）[　　　　]年度

	（　）東京都教育研究員　　　　　　　　[　　　　]年度

	（　）東京都研究開発委員　　　　　　　[　　　　]年度

	＜その他【例：副読本・指導資料作成委員等】＞

	　

	

	４　研究成果の学校や都・各地域等への還元策（派遣研修による成果をどのように広く還元していくのかを具体的に記す）

	①学校への還元策（主幹教諭・指導教諭等としての具体的取組）

	　

	

	

	

	

	②　東京都・各地域への還元策（指導主事・教育管理職等としての具体的取組）

	　

	

	

	

	③　選考受験の意思（予定年度及び予定している選考受験のところに○を、記入してください。）
意思
選考区分
選考受験予定年度
（　　）
４級職（主幹教諭・主幹養護教諭・主幹栄養教諭、指導教諭）選考
[　　　　　　]年度
（　　）
教育管理職選考［　Ａ選考　・　Ｂ選考　・　Ｃ選考　］
[　　　　　　]年度


	


※令和３年度　教育管理職選考を受けないことが資格要件である。
